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あらまし：人文科学者が『古事副を扱う際、『日本書叫を併用し対比するのが常である。特定の

語葉に着目して追究を行う場合に、編年体で手持主された『日本書品Uは条項を着地点とした索引を
用いることができる。対して『古事記』はこうした紡主構成を持たないために編年体と同様の荊腹

性を享受することができなし、。そこで本報告では、簡便な検索を可能にする『古事記』の学術支援

データベースの構築を試み、そのプロトタイプとして神名検索を提示する。簡便な利用への方法と

して、『古事記』本文には「見出しjを付してこれを分割し、検索語棄の所在・本文を表示させる。

こうして簡便な語葉検索が実現された場合には、次の段階として、史料内の複雑な情報の整理が要

求される。よって、系譜関係をまとめた図像を表示するほか、視覚的に付帯属性を瑚付る機能を

付属させ、日常的な学や師寺リ用に簡便性を供することを検討する。データベースシステムの構築にお

いては、 PHP5.2.0、MySQL5.0.27、XHTMLl.O、CSSl.Oの組み合わせを用いた。
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はじめに

『古事記』『日本書品己』（以下、合わせて「記

紀J胤寸る）は8断己前半期に成立した歴

史紙主史料である。両書は神話から始まるか

たちで古代国家の展開を体系的に叙述し、重

複する内容を有する。したがって双方を比較

検討することによって史料としての利用価値

が生じている。

本報告は、学術研究者および大学学部生な

ど、学術目的で『古事記』を利用する者がそ

の付帯属性を簡便に抽出することを可能とす

るデータベースの構築を試み、そのプロトタ

イプを提示し、現段階での問題点と今後の展

望を述べる。

1 データベース構築の意図

月
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1.1 記紀の史料特性と本文検索の現状

『日本書紀』をはじめとする六国史は編年

体1で書かれている。このため、特定の語葉（主

に名詞）を検索する場合、各条の見出し（天

皇名 ・何年何月何日）を着地点とした索引機

能を求めることができる。現に索引書が漏重

し有用である2。

一方『古事記Jは和漢混交文で記され、条
項や表題を伴わない。したがって索引を作成

する場合にも、索引項目とその所在の表示に

ついて統一的なスタンスが見られないのが現

状である。

『古事記』の索引検索には、主に以下のよ

うな類型を挙げることができる。

①漢字一宇索引 3

②索引篇・本文篇を作成し相互に対応さ

せるもの 4

③巻末に索引を示し本文ページを示すも

の 5

④電子情報化・テキストデータ化された

もの（以下「テキスト史料」）の利用

q渇は検索された文字・用語の所在を、特
定の資料・版であらかじめ統一し、本文のペ

ージ数・行番号などで示される。この結果、

その他の普及図書と対応させての検索は極め

て困難である。

③は①②に比べて複数の本を必要としな

い点で簡便性を増す。④もアプリケーション

ソフトを使ってテキスト史料を表示し、ソフ

ト付属の検索機能を活用して、目的の語葉へ

は簡便に到達できる。ただ、＠五むとも、検索

した用語に到達するまでが目的であるから、

本文の内容に精通していない者が利用した場

合に、その語棄がどのような即櫛で栴主して

いるのか即断できなし、。

1通史史料の体裁は大きく紀伝体・紀事本末体・編年体に分

類される。編年｛判記事の内容を分類せず、記録された出来
事を年月日の順に艇企するものである。

2国史大系に対応した吉川な雄官刊の各六国史索引が寸舶

に訴前している。
3例えば、植松茂 『古事記漢字鰐l』（東京堂出版、 1944）。
4例えば、高木市之助・富山尽蔵『古事記総索引』（平凡社、

1974）。

5例えば、武田祐吉『古事記』（角川書店、 1977）、山口儲4・
神野志隆光校注・訳『古事記』新編日本古典文学金集1（小

判官、 1997）、三浦佑之訳・注釈『口語訳古事記使途版）』

は芸春秋、2002）など。

その麟リ用者は、検索語葉前後の本文をた

どって内容を把握することが通例である。③

の場合、目次を利用して見出しとページとを

対応させて内容を把握することができるが、

この行為は巻末の索引・本文・巻頭の目次と

3点を認知するための煩雑な作業を伴うため、

行為者にとって手間と不便を印象付ける。

1.2 付帯情報検索の現状

1.2.1 系譜情報

人文研究においても、鑑賞に際して内容を

理解する場合においても、記紀において一見

して全体像を把握しづらい情報に系譜の問題

がある。これはネ申話においても歴史紡主にお

いても同様といえる。

その理由の一つには、複数の神人名がひと

つの記事で多くあらわれ、それぞれの続柄な

ども異なるためである。そのうえ、これらの

記事は史料内で一括され朽庁 に々散見する。

また、『古事記』では開化天皇段に皇子の日

子坐王の子孫系譜、景行天皇段では倭建命の

子孫系譜などがあり、前者は他に比して長い

世代と複数の系譜系統が記載され、後者は不

自然とも評される異世代婚が記されている。

このような情報を整理して把握する場合に

は、多くの場合自ら読み解し、て図式イじするこ

とが行われる。こうした煩雑を回避する方法

としては、啓蒙書の類において、図像化され

た付録を参照することも行なわれる。しかし、

選書次第では主要であると判断された神・人

のみ系図化されているものもあり、学針f利用
者を十分に満足させないことがある。

1.2.2 神と神社に関する情報

記紀では神話に限らず、物語叙述の中に神

があらわれる。その神は物語のみに登場し、

その他の資史料にも見られない、すなわちそ

れ以上手がかりの得られない神もあれば、実

際に神社に祭肥され、信仰の対象になってい

る神もある。後者の場合、人文科学では、そ

うした神がどこでどのような人たちによって

信仰されているのかといった関心がもたれる。

古代の神社の分布を知るには『延喜式』神

名帳（以下「神名帳Jと利？する）が有効な史
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料である6。そしてこの史料は日本古代律令国

家の神祇祭把に関わるとしづ意味で、記紀と

の関連が深い。中には閉じ神社名が旧国郡の

各地に散見する例がある。

このような史料状況において、記紀にみら

れる神が神名帳に神社として存在するか、と

いう関心に対しては、注釈っきの書籍を利用

してその指摘に従うことができる。ただしこ

れは、神社の特定できる場合にのみ注釈され

ることもあり、全国の分布まで紹介されない

場合もある。

一方、神名帳にみられる神社の神名が記紀

神話などにみられるか、という関心に対して

は、互換して検索できるものは管見の限り見

られない。

1.3 データベースの基本概念と意義

前節の問題点を踏まえ、本報告では既存の

テキスト史料を活用しつつ、簡便な『古事記』

語葉検索を可能にする。具体的には以下の機

能を想定する。（図1.3.1)

i ）本文に見出しをつけて区切り、検索語葉

を含む見出しの一覧を表示する。

証）本文史料を参照する機能を構成する。

出）系譜情報などの図像化、歴史地理情報と

のリンクなどを企画する。

検索ワード

図1.3.1 概念図

以上の機能によって期待される意義は以下

のとおりである。

i ）ある程度『古事記』の本文知識に熟達

6 『延喜式』は延喜5年（905）に編纂着手、延長5年（927)
に成立した三代式の一つ。このうち巻九・十には律令国家の

中央政府方喋杷料を配布にれを「頭助守Jとし、う）すべき地

方の神社を列挙した一覧がある。これを「神名帳」と勅干する。

した者にとっては、見出しを確認した段階で

検索作業の目的を達成することができ、検索

作業における時間的・物理的な作業量を短縮

することができる。この結果を踏まえて詰）

の機能へ進むか、手持ちの活勃某体を利用す

るかは利用者の裁量に任せられ、本システム

と既存の文字情報（出版物・テキスト史料）

との相互利用が実現する。

並）本文知識に未熟な者は同一システムで

の本文参照が可能である。

温）本文の内容には、前節で述べたように

系譜や神社に関する情報は史料内で一括され

ず所々に散見するため、情報の整理作業が考

察以前に必要とされる。研究者にとってその

作業が重要な意義をもっとしても、同じ情報

整理の反復は可能な限り短縮の望まれる行程

である。これら付帯属性を可視的に表示する

機能は、考察・研究作業の時間的短縮と効率

化を実現する。

以上のほかに期待される意義として、学術

利用の簡便性に立脚した場合、研究者の教育

支援ツールとしての利便性が挙げられる。ま

た、大学学部生など、『古事記』を専門的に使

用して間もない人にとって、その不十分な学

術女隔哉の中で、調査・演習に寄与することも

期待される。

2 プロトタイプの概要

2.1 素材の溜尺

『古事記』は上中下三巻からなる長大な叙

述である。この中から、システムを構築する

際に、基礎作業が煩雑になることが予想され

るところに絞って素材を魁尽した。

まず作業範囲は三巻のうち上巻に限定し、

本文は書き下しを採用した。先述のように本

文に関しては内容の把握を優先するためであ

る。同巻は神話を叙述し、記来訪日互で詰諜語庁

在の表示を統一することが他の箇所に比べて

困難である。

上巻の中でも収録される語葉（名詞）の種

類は多岐に渡る。今回のプロトタイプでは、

神名の検索システムの完成を目指した。神名

は神話から得るべき情報のうち最も関心の高

いことが想定され、かっ付帯する関連属性を

知何に表示するかという点で考察すべき点が
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多い。

プロトタイプでは検索する神名を「大国主

神Jとする。この神名は『古事記』の神とし

ては最も多くの別名を有し、それぞれの矧焔

が中心となった神話が存在する。「大国討中」

の作業設定は、今後、複数呼称をもっ同一語

葉のデータ処理の基礎となる。

また将来的には、『日本書高己』との連繋を考

えており（「4 まとめー今後の展望j参照）、

データ構造の検討に当つては『日本書紀』の

特性も考慮した。

2.2 検索用データ構造の検討

本システムの中心は、「検索ワードJである

神名と、それと対応する「本文見出しJの対

応にある。従って、本紙ではこの2つのデー

タ構造について検言寸する。

2.2.1「検索ワードJ用データ構造の検討

神は別名をとることがある。また、全訓表

示のため『古事記』と『日本書記』では読み

が同じでも違う漢字をあてることがある。さ

らに本システムでは片仮名及U年仮名による

検索を可能とする。このため、一柱の神に対

する表記は多岐にわたる。

まず同定可能な神名表記を定め、その神名

で「神デ、ータファイノレJを作成する。同定の

ための神名は『古事記』にのみ掲載される神

には『古事記』での初出の神名の漢字をあて

る。『日本書記』にのみ掲載される神には同じ

く『日本書記Jでの初出の神名の漢字をあて
る。また両方に共通の神である場合は、『古事

記』での初出の神名の漢字をあてる。

次に、このファイルをもとに、全ての神名

及U港、定されうる全ての平仮名・片仮名一覧
を掲載した榊名ファイル」を作枕する。

2.2.2 「本文見出しj用データ構造の検討

「検索結果Jの見出しは、普及書籍の目次

を参考に設定した附録 7.1参照）。その際、

話題や神話素などの区別を考慮した（付録

7.2参照）。また見出しには独自に整理番号を

付した。

整理番号のうちローマ数字 (I、II）は『日

本書紀』の神代巻における本文の段落を示す

（以下「陵落番号」と初でする)70これにより、

『日本書叫に対応する箇所を可視的に瑚平

できる。

第 8段（VIII）はVilla・咽bのように区別し

た。四aは記紀双方の本文に記載があるが、

咽bは『古事記』にあって『日本書京国本文

にはなく、第8段の第6・7・8一書にのみみ

られる。これにより記紀間の整理の便を考慮

した。

段落番号にはアラビア数字（1、2）を付し

て、同一段落内での出現慎序を示した（以下

「セクション番号」と羽オる）。 8

見出しの冒頭に段落番号・セクション番号

を表示することで、見出しの内容が『古事記』

の中で占める位置を可視的に瑚卒することが

できる。

これらのデータを含む「見出しファイルJ

を作成する。ローマ数字、アルファベット文

字、陵落番号用にそれぞれ 2バイトを付し、

まとめて6バイトを1つのキーとしてデータ

を構築する。他には見出し文と、それぞれの

説話で含まれる神を含む。神名については、

2.2.1で検討した「神データファイノレj中のユ

ニークキ一番号をデータに付す。

2.3 基本検索の実践

はじめに「検索ワードJ9に「大国主神Jと

入力する10。すると「検索結果Jに大国訪中

を含む本文の見出しが表示される。検索ワー

ドに別名の存在する場合には、それが書かれ

た本文の見出しが別枠に示される。

7 『日本書紀』巻1・2は神代の叙述である。本文はひとつの
話題を叙述すると、その内容に関する異伝が「一番目Jとい

う書き出しで複数挿入されている。これ出司書の編纂段階で

参照された資料を反映させたものと考えられている。多くの

写本並びに活字化された普及書では、これら f一書日jの異
伝群が本文より一段下げて記されている。したがって外見上

突出した本文を数えて、順に「第1段・第2段Jと税マする慣

例がある。複数ある「一番目」は「第1一番・第2一番Jな
どと税でする。例えば8つ自の本文に付属する2つ自の「一書

日」を指して「第8段第2一書」とし、う。
8 「I・O 造化三神」は『日本書記』本文にはなく一部の f一

書日jにのみみられるため、 fOJ番とした。

9将来は検索の便を考慮して「検索ワード」窓は「神人名」

と「その他の名詞」に分ける方針である。

10ほかに「おおくにぬしJ「おほくにぬし」など仮名での検
索も可能とする。 ιーかみJ「ーのかみJの有無、平仮名・片
仮名の別も同様に可能である。
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「検索結果」一覧のうち一つを選択しクリ

ックすると、見出しに該当する本文のウイン

ドウに変わり、「本文」が表示される。

本文のうち、検索ワードとなった神名・そ

の別名・その他の神名にはそれぞれ異なった

配色を行い、クリック可能な状態にする。

本文内にみられる別の神名を調査したい場

合、その神名をクリックすると、その神名に

対する「検索結果」が再表示される。

「検索結果」の画面には図像画面・関連情

報をそれぞれ表示させるためのアイコンを設

け、クリックすることによってそれぞ、れの画

面を表示する。その一つは『古事記』上巻に

おける神の系譜関係を概観できる図像、もう

一つは『延喜式』神名帳に示される神社健

喜式内社）の地理的分布一覧を予定している

（「4 まとめ一今後の展望J参照）。

2.4 見出し表示と付帯情報検索の実践

「見出し」をはじめとする検索およびその

結果画面には、「この神の系譜を表示J、「『延

喜均申名帳』の検索結果jをチェックするラ

ジオボタンを設けた。検索したい神名の結果

について、いずれかのボタンをチェックし、

検索ボタンを持すと、前者については検索対

象を中心とした系譜の図像が、後者について

は当3刻中名を冠する神社を榊名帳ファイルJ
からヒットさせ、国君！な名とともに一覧を表示

する。

3 システムの構成

今回のデータベースシステム構築におい

て、 Webアプリケーション開発言語に、

PHP5.2.0を、 リレーショナノレデ「ータベース

管理システムに、 MySQL5.0.27を利用した。

また、表示には、 XHTMLl.Oと CSSLO

との組み合わせを用いた（システム使用時の

画面表示については、「7.3画像Jを参照）。

『古事記』テキストについては、国文学研

究資料館本文データベース11のものを加工し

てイ吏用した。

4 まとめ一今後の展望

11http :/Iba盟 3.nijl.ac.jp/R中・bin/hon_home.cgi

以上、『古事記』の学術支援データベース

に関する概要を述べた。本システムの利用者

が専門的な研究者だけでなく、大学の学部演

習などの支援ツールとしても活用されること

を期待する。

『古事記』神話情報の有用性をさらに高め

るために、今後は史料範囲を『古事記』上巻

全体に広げ、全ての神名をキーワードとする

作業を行う。この先、中・下巻への範囲の拡

張、全ての名詞検索、『日本書紀』との併用検

索などを見据えた作業を行う予定である。

また、本論でも示したように、神話情報に

関連して、『延喜式』神名帳に示される延喜式

内社の所在を表示する可能性も検言寸する（「図

7.3.6」参照）。この作業には平安時代初期の

各神社の性格キ祭神など、神話情報と神社と

を結びつける条件の確定に関して問題点を有

していることが想定される。今後の課題とし

たし九

5 訪括字

システム構築にあたって、国文学研究資料

館の恥bページからテキストをダウンロー

ドし、加工させていただし、た。テキスト作成

およびサイト運営に関わられた諸氏に対し、

この場を借りて御礼申し上げる次第である。

6 参考文献

[1] 岩波文庫『古事言己』（岩波書店、1963）。

[2] 新編日本古典文学全集1『古事記』（小

学館、 1997）。

[3] 三浦祐之、訳・注釈『口語訳古事

記（完全版）』（文芸春秋、 2002）。
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7 附録

7.1 見出しの比較

7.1.1 記品目申代の見出しの比較

日本書紀

（国史大系）

(I、E：段落番号）

1 ・n・m【神代七代】

N【大八洲生成】

V【囲神出生】

古事記

（お淳子主主占·；－·－1日白石・b五~扇町一一｛可i~／i:1白石i

｛別天神五柱】 1天地のはじめ

【神世七代】

【伊邪理l峨命と伊邪那美命】 【伊邪軍側皮命と伊邪那美命】

1国土の修理固成 1 l1官能碁畠島

2ニ柱の結婚 2神の結婚

3大八島国の生成

4神々の生成 3神々の生成

5火神被殺 4伊邪那美命の死

8黄泉の国 5黄泉の毘 4黄泉の園

7藤紘と神々の化生 6みそぎ 5身棋

8三貴子の分j台 ！？三食子の分治

9須佐之男命の沸泣

玩c'iiMoる11・・---・---l示~~－if;~i~］－j［点五時三者雨量i一一一一…le扇ふた右手記事司一

VJ[【宝銭開始】

vma【宝郵l出現】

1須佐之男命の昇天 1須佐之男命の昇天 I 1誓約

2天の安の河の誓約 2うけい

3須佐之男命の勝さぴ

4天の岩屋戸 ! 3天の岩屋

！須佐唱の命】

1蚕と穀物の種

6須佐之努命の大虫白星治 51＼俣の大止白昼；台 2 J＼・俣の大館

6須賀の宮

Vlllb ｜【大国主神】 1r掴主制 【大国主の神】

1稲羽の素兎 1稲羽の素兎 1菟と鰐

21＼＋神の迫害 2「キサJ貝比売と姶貝比売

3根の国訪問 2根の堅洲国訪問 3根の竪洲国

4沼河比賓求婚 3八千矛の神

5須勢理毘売の嫉妬

6大臣主の神喬 4大国主神の系譜 5系譜

7少名毘古書榊と国作り 5大国主神の国作り 6少毘古那の神

7御諸の山の神

8大輔の神喬 I 6大輔の系譜 I s大年の神の系譜
一民主尚子…一一出占字通…....._ .. ,_ ..…？尚一副会合］＂一一一一 …；i芸品白河内田主んi

I ＇滞日子

2国議り

1天筈比神 1葦原中国の平定

2天若因子 2天若田子の派遣

3醐 l雷神の却槌3l童御雷神
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4事代主神の服従

5建御名方神の服従

6大国主神の国譲り

【迩迩芸命】

1天孫の誕生

2猿田毘吉神

3天閣峰臨

4猿女の君

4大国主神の園譲り

5天閣海臨

6猿女の君

【迩迩芸の命】

1珂海

2猿女の君

トf竺き？竺九時竺·－－~竺タ！？？宇均一一一一一一一l－~竺坐竺竺雪拍
X【海宮断】 以遠理命】 ！【日子穂々 手見命と挺臨葺不合命】 i【日子締出見の命】

x I【神皇承運】

1海幸彦と山幸彦

2海神の宮訪問

3火照命の服従

4革臨草葺不合命

7.2 『古事記』上巻の「見出しJ

【I 天地開闘と神代七代（単独神）］

I -0 造化三神

I -1 天地開聞

I -2 神代七代（鞠虫神）

[II・III 神代七代（男女対神）] 

[N 国生みの神話】

N-1 国土の固成

N-2 イザナギ・イザナミの結婚

N-3 大八島国の生成

[V 神生みの神話l
V-1 神々の生成

V-2 火神の誕生

V-3 黄泉の国

V-4 劇放と神々誕生

V-5 三貴子の分治

V-6 スサノヲの沸泣

[VI 天照大神とスサノヲ①】

VI-1 スサノヲの昇天

VI-2 天の安河の獣ヲ

[VII 天照大神とスサノヲ②］

VII-1 スサノヲの横暴

VII-2 天の岩屋戸

VII-3 五穀の起源

[Vllla スサノヲの大蛇退治］

Vllla-1 スサノヲの大蛇退治

Vllla-2 スサノヲの後葡

1海神の国訪問 4海幸と山幸

2車時草葺不合命の挺生

! 3糟轄不舗の系譜

5豊玉毘売の命

i【舗輯不合の命】

[Vlllb 大国主神］

四b-1 稲羽の素兎（大穴牟遅神）

四b-2 八十神の迫害（大穴牟i屋神）
四b-3 根の国訪問（葦原色許男）

四b-4 沼河比売求婚（八千矛神）

咽b-5 スセリヒメの嫉妬（大国主神）

咽b-6 大国主神の後育

咽bー7 スクナヒコナ神との国作り

咽b-8 大年神の後商

[IX 天孫降臨I
Eー1天菩比神

医－2 天若日子

医－3 崩卸雷神

医－4 事代主申の服従

区－5窟卸名方神の服従

医－6 大国主神の国譲り

医一7 天孫の誕生

医－8 猿田毘古神

医－9 天孫降臨

区一10 猿女君の起源

医－11 コノハナサクヤヒメ

[X 火遠理命］

X-1 海幸彦と山幸彦

X-2 海神の宮訪問

X-3 火照命の服従

X-4 鵜葺草葺不合命

[XI 鵜葺草葺不合命の後育］
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検索画面画像

l償請＂ボダノをタ Jッグすると，ここに各砲破＂＇＂懇 b表号f等司ます．

7.2 

畿自民ワーI'＜”名｝を入力してください．

R歯孟e 戸 リ 1

微嗣よい内容を以下わも副司して＇＂乱、 ．

0,0,1肺喧鳩’るヨ~；.：《4;r，電と到レm安調...示
。こ間開系市を裏只
。，mr弐待客脹Sの喰＠結果
(!!) 

神名による検索画面図7.2.1

図7.2.4『見出しJからその本文を検索・表示

敏章ワーt'（神名｝をλカして〈ださい．

耐耐E ::; 

績見，，， ;j.'<需を以下~＇ら直；P.してく正乱、

。ζか帖唖場する本主Aの’見出，J£敏集表示
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醐

E穴岡苧神】申別講九を酎仰す....”出し，

.... pスザ，中の＂＇禽 .. 

植掘り－I'《神名》を入力して〈ださい．
T.聞玄防

柚咽，，，.，曹、~l.'J.Tti..：弓，.，閣，T叩，~，、．
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。』＂＇柑3罰将軍·~－
甜怠問問刷制開講

樟車輔泉

E宮岡牟神】が旬唱す6寧文ヘ申，，..ui<-1
，，・・－・ヌヲ，ワのを貴陶
＇＇！~’事官官席ム？。、 a世：高t二； ：.ぷ；街繍《冊~君”
：彊日明史主君臨諸島
臨＿，掴主，..，，... ., 
咽・－，スケサt.->ナ聞との田作り
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：日措主弘宮野

S量索結果

｛神大市比曹1の別名世相升す吾I見出し』

量当’剖愛術総軍司あり三位入司；，，

4童書結果
【事献；市比曹lb'量唱する＂－-Xへの「見出し』

・恥－1同月＂後傷

図7.2.5本文中の神名をクリックすることでそ

の神に関する検索結果が表示される

図7.2.2『見出し』の検索結果の表示

彼自量ワーI'＜縛名〉を入力して〈ださい．

A語主民 一

精世Jζt帆Wを以下台らi’鴨Jて’＂＇~＇、白

なこの，・が窒悔する才叉への『見法~J制貨当医襲撃
Jこの特高恒義赤
合砲事開閉闘の蛾＊筒’R
也到

値輩ワードt神名｝をλカして〈ださい．

R阻害賢 一
唆指Cl•• .. 帯電以下hも週明してらにa、

。ζのe町‘鐘‘するふ文，、のー見也vJを喰曾ヨ提示
。ζの帽の＇＂・をZヌミ
。，E葛まt，名鰻＇＂＇喰禽＂＂
撞詔

『証事式神名縄』検索結果
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図7.2.6『延喜式神名帳』検索結果（想定）
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図7.2.3系譜の検索結果の表示




